
 

 

 

 

 

 

地域の皆様の協力、外部と連携した授業 
6 月、新型コロナ緊急事態宣言により５年生キャンプや授業参観が

中止になりましたが、感染対策を講じて各学年が充実した活動を行い

ました。２年生は地域の方の御協力で、今年も梅の実を収穫しジュー

スを作りました。また、３年生は歯科医さん、５年生は視覚の医療機

器メーカーの方、６年生は税務署の方による租税の授業がありました。

各分野の専門家による授業は、強く子どもの心に残りました。さらに、

５年生は「夢の教室」としてトヨタ自動車のショートトラックスケー

ト選手から体験談を聞きました。オンラインでしたが一流選手の体験 

 から希望に向かって努力することの素晴らしさを学びました。 

 

 

 
級訓！教室に掲示された級訓です。子どもと担任の思いがつまっています。 
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夢の教室の感想から（５年生） 

スケート選手になるためにお母さん、お父さんに支えてもらいながら自分の夢を追い続けていて、何回も

色々なケガしてきたけれど、つらいことを乗り越えて自分の夢に向かっていてすごいなと思いました。 

心に残った言葉：不可能と自分で判断しない限り道は開ける 

３組 「チャレンジ」      ４組 「きらきら」     １年１組 「げんき」 

 

 

２年１組 「にじいろ」 ３年１組 「SUN SUN ３年生」   ４年１組 「平 和」 

 

 

５年１組 「２１の花」    ５年２組 「ＨＡＰＰＹ」   ６年１組 「一日一笑」 

 

５年２組 ＨＡＰＰＹ 

6月 1日 梅取り（2年生） 



カナヘビくん、ブームです！ 
今子どもたちの間では、カナヘビがブームです。朝、虫かごに入れて登校

し、下校時にまた持ち帰ります。カナヘビをつまんで手の平にのせてかわい

がっています。よく見ると丸い目をしていて確かにかわいいです。友達と見

せ合い、放課になると新たな”ペット“を草むらで探しています。女子も一緒

です。バッタを餌として与え、「食事」の瞬間を観察する子もいます。 

 

登下校ボランティア、あいさつ ―地域の皆様からの声―  
校区の皆様は学校、小学生にどのようなご意見をお持ちでしょうか。学校では学校アドバイザー、区長

様、保護士、民生委員、高齢者クラブの皆様に学校の方針を説明し、ご意見をいただく学校アドイザー会

議、地域学校本部会議を開催しています。本年度は 6月 10日に予定していましたが、新型コロナ緊急事

態宣言により開催を見送り、書面にてご意見をいただきました。 

現在１７名のボランティアの方が登下校を見守ってくださっていますが、ご高齢の方のご厚意で行わ

れているのが現状です。特に岩倉東・巴方面の午後 3時１０分の下校（主に 1，2年下校）は、３名のボ

ランティアの方によって行われています。毎日学校下の横断歩道まで歩いて来て、再び子どもたちと歩

いてくださっています。 

また、学校であいさつができるように指導をしていますが、十分な成果がでていません。子どもたちか

ら地域の方にあいさつをと思いますが、あいさつを返すことができていないというご意見もありました。 

今後、こうした課題を真摯に受け止め、対応をして参ります。本校の児童は素直で気持ちの優しい子ば

かりです。あいさつにについては委員会活動、毎月行うミニ通学班会など今後とも息長く指導をしてい

きます。まずは職員が子どもたちに元気よくあいさつします。ご家庭でもぜひ話し合っください。 

 

ありがとうございました。６月２７日（日）、岩倉南の皆様が４年生の水生生物調査のために平

藪川の草刈をしてしてくださいました。 

 

 
7・８月の予定

７月１０日（土）資源回収・ＰＴＡ全体委員会   ７月２９日（木）、３０日（金）補充学習 

７月２０日（火）夏休み前集会          ８月１０日（火）〜１３日（金）学校閉庁日 

７月２１日（水）〜８月３１日（火）夏季休業   ８月２０日（金）全校出校日 

７月２１日（水）〜７月２８日（水）個別懇談  

 

いただいたご意見（一部） 

＜登下校ボランティアについて＞ 

・ボラティアの方々が年齢を重ねられ、早急に対策を考える時期に来ていると思います。ボランテｨア

の方にどこまでお願いするのか、話し合いも必要だと思います。 

・保護者の方にボランティアの方のことを知っていただくことただくことが大切だと思います。 

＜あいさつについて＞ 

・大きな声であいさつする子もいますが、地域の中では中々できていないようです。学校、家庭、地域

の協力が必要だと思います。 

・大人があいさつしても返ってこないことが多くあります。まずは大人が手本を示さなければと、毎朝

率先して声をかけています。 


